
は じ め に

アメリカ合衆国は植民地時代から西へ向かう動きで始まった。イギリスからの植民の

動きは大西洋を渡り，北米大陸の東海岸にたどり着いた。東海岸にできた町は徐々に西

へと開拓を進め，やがて西海岸へたどり着き，1890年にはフロンティアの消滅が宣言

された。19世紀半ばのゴールドラッシュや大陸横断鉄道，ホームステッド法は西漸運

動の動力源であり，フロンティア消滅に向かった時代の象徴でもある。西への動きは，

アメリカ人のフロンティア精神を形成し，その精神はアメリカ人の国民的アイデンティ

ティとなったと言えよう。アメリカは常にフロンティアを必要としている。それは，そ

の後太平洋の島々に進出し，冷戦時代にはさらに太平洋を越えて朝鮮半島やベトナムと
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要 旨

トニ・モリスンの『ホーム』（Home2012）に描かれたフランク・マニーの旅の諸相を，

歴史的観点から論じる。フランクが妹のシーを救出し，故郷に「ホーム」を築くまでの旅

で描かれる地名やルートは，一見鉄道路線の関係で立ち寄っただけの，意味のない選択に

みえるが，実はモリスンはその地名を使うことによって，複数の伏線を準備しながらアフ

リカ系アメリカ人の歴史を示唆している。1950年代を舞台にした『ホーム』の背景には

「忘れられた戦争」と呼ばれる朝鮮戦争や，アフリカ系アメリカ人を実験台とした医学的

研究がエピソードのひとつとして取り上げられているが，本稿ではそれ以外にも「官製」

の歴史に記載されなかった事柄や，現在徐々に明らかにされつつある事実が作品の中に示

唆されていると考え，小説で描かれた地名に関連させながら，アフリカ系アメリカ人にとっ

ての旅の意味を明らかにしていく。その際，二人の語り手を登場させたメタフィクション

の構造も，歴史への示唆を理解するための重要な鍵となる。

キーワード：トニ・モリスン，アフリカ系アメリカ人，旅，メタフィクション，朝鮮戦争



いったアジアにまでたどり着いたことからも理解できる。

地理的なフロンティア以外にも，多くの分野でアメリカは開拓者だった。そのひとつ

が医学である。支配権の拡張のためには犠牲が伴ったが，医学の分野でも同様である。

アフリカ系アメリカ人や精神病患者，囚人を対象とした人体実験の事実が，米NBCの

・UglypastofU.S.humanexperimentsuncovered・などのメディアで次々と報道さ

れている。NBCによると，その動きも海外へ向かい，1940年代にグアテマラで行われ

た梅毒実験が21世紀になってようやく明かされたという。

トニ・モリスン（ToniMorrison）は『ホーム』（Home2012）で，この過去の地理

的なフロンティアと医学的なフロンティアを，朝鮮戦争とJ.マリオン・シムズを彷彿

とさせる人体実験として，並列させて読者に提示している。この西への動きに合流した

のが，『ホーム』の語り手であるフランク・マニー（FrankMoney）だが，フランク

が西で何を発見したのかが，この作品の核として描かれていると本論では考える。

一方，このような開拓の動きに乗っていないアフリカ系アメリカ人は，異なる動きを

見せていた。アフリカ系アメリカ人の移動は，奴隷船で強制的にアフリカからアメリカ

東海岸に運ばれてからは，ほぼ南部の地域内で売買に伴う移動を強制されたか，あるい

は囲い込まれ移動を封じられたかだった。やがて逃亡奴隷のルートは，自由をつかむ可

能性を求めてあらゆる方向へ向かったが，奴隷制のない自由州を北部と呼んだことから

も，主に北へと向かうのが基本的なルートだった。しかし逃亡奴隷法の施行により，国

内で「捕獲」された逃亡奴隷はその所有者に所有権が認められたため，北部では奴隷制

度廃止論者が活躍し，逃亡奴隷を支援した。また20世紀はじめの「アフリカ系アメリ

カ人の大移動」（GreatMigration）も，逃亡奴隷のルートに似通っており，「約束の地」

北部へ向かった。

ヨーロッパ系アメリカ人が開拓精神を発揮して新しい土地を求めたのとは対照的に，

アフリカ系アメリカ人は，受け入れてもらえる土地を探した。さらに時代が下ると，ディ

アスポラを経験した人々にとっては，ルーツを探すことも旅の主な目的になった。1970

年代に小説家アレックス・ヘイリーは『ルーツ』でアフリカに自身のルーツをたどった

が，モリスンは『ホーム』でアメリカの中にそのルーツを求めようとしている。それは

奴隷制度のあった南部をアフリカ系アメリカ人の原点と見ることであり，厳しい選択で

あることは間違いない。しかしモリスンは『ホーム』でフランクに南部の故郷を再び見

せている。

『ホーム』では，朝鮮戦争から帰還したフランク・マニーの旅が描かれる。モリスン

は一度もフランクの肌の色には触れていないが，アフリカ系アメリカ人であることは明

らかである。フランクは南部ジョージア州ロータスから朝鮮半島へ向かい，シアトルに

帰還した後，ポートランド，シカゴを経由し，ジョージア州アトランタで人体実験の犠
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牲になり生死の境をさまよう妹シーを救出し，最終的にまた故郷ロータスへ戻る。この

ルートは過去のアフリカ系アメリカ人の旅を逆行するものとなる。しかしながらそこに

は南北戦争前に逃亡奴隷を支援した組織「地下鉄道」のイメージもみられる。

「地下鉄道」の組織は，逃亡の道案内をする人たちを車掌，休息の場所を駅と呼び，

鉄道を思わせる暗号を使って秘密裏に活動した。フランクは徒歩ではなく本物の列車で

旅をするのだが，シアトルとポートランドの黒人教会のネットワークに支援され，シカ

ゴ行きの列車ではウェイターに，またシカゴではダイナーで知り合った男性ビリーに助

けられる。このような人々は地下鉄道の車掌，教会やビリーの家は駅になぞらえられる。

『ホーム』の地下鉄道を思わせる人々は，歴史的な逃亡ルートとは逆にフランクが南

部へ戻る旅を支援するのだが，そこにはどのような意味があるのだろうか。本稿では，

歴史的地理的移動をふまえ，トニ・モリスンの『ホーム』に描かれたフランク・マニー

の旅のルートと，その旅がアフリカ系アメリカ人にとって何を意味するかについて考察

したい。約束の地としての夢の北部，西へ向かったアメリカの伝統的なルートをたどっ

た朝鮮半島，忌まわしい記憶しかないにもかかわらず「ホーム」と認めた南部，という

3つの地域に焦点を当て，フランクにとって，ひいてはアフリカ系アメリカ人にとって

その場所がどのような意味を持つのかを明らかにしていきたい。

モリスンは2012年Bollenとのインタビューで『ホーム』の時代を1950年代に設定

した理由を，・Iwasgenerallyinterestedintakingthefluffandtheveilandthe

flowersawayfrom the・50s・（MelvilleHouse127）と答えている。アメリカ人が古

き良き時代として郷愁を覚えるこの時代から表面的なものをすべてはぎ取り，本当の姿

を見せたかったという。戦争ではなく ・policeaction・と呼ばれた朝鮮戦争，マッカー

シイズム，リンチや暴動によるアフリカ系アメリカ人の死，LSDや梅毒の実験など，

モリスンはこの時代の暗部をいくつも挙げている。

またこのインタビューでモリスンは編集者としての経験も語っている。たとえばテキ

サス州の学校で使う教科書を編集するときは，・slavery・という言葉は使えないため ・t

rade・などの言葉に置き換えなければならず，そうやって歴史は書き換えられている，

とも言っている。モリスンはこれまでも，隠されてきた歴史，公けにされなかった事件

を小説に描いてきた。『ホーム』もその延長線上にある。ただしモリスンは実際の事件

を直接作品に書き込むことはない。どの作品でも，綿密に計算し，ヒントだけをちらつ

かせる。『ホーム』ではそのヒントは地名にあたると考え，本稿ではその土地にまつわ

る事件に照射することによって，記憶を刻む媒体としての旅を論じる。

フランクのトラウマに焦点を当てフロイトの精神分析論をよりどころとした評論は

Wyattをはじめ多くみられるが，場所についての先行研究はいまのところ多くない。

Sundmanはフランクの旅のルートについて，シアトル，シカゴ，アトランタ等の地名
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は出てくるものの，フランクがそこで過ごした時間も短く描写も少ないため，場所が前

面に出てきて意味を持つのはロータスだけだという（Sundman117）。しかしロータス

は架空の地名であり，どこでもない場所とは逆にどこにでもありうる場所と考えられる

が，実在の地名は，その場所特有の何かに意味があるからこそ，作家が舞台として選ぶ

はずである。Sundmanは文学的な描写に特化して論じ，歴史的な出来事を看過してい

るため，本稿ではこれらの場所の重要性を明らかにしたい。またBeaversは場所と環

境がアフリカ系アメリカ人にどのような影響を及ぼすかに焦点を当て，南部を「ホーム」

とすることの意味を論じている。ポストコロニアルの視点でアメリカ人を眺めたSong

Namgungの批評については，本稿の「朝鮮半島」のセクションで論じる際に援用する。

また医療の歴史をたどったものとして，アフリカ系アメリカ人が実験台となった事件に

焦点を当てたFitzGeraldの評論は，実験の犠牲になったシーを論じる際のよりどころ

とし，ここではそれを含めた歴史とフランクの旅とを二重写しにしながら論じていく。

またこの旅と歴史は，小説の構成ともかかわってくる。作品自体も二重構造になってお

り，テーマとなる旅と歴史を複眼的に捉える必要が生じる。そのため，まずは作品の構

造を見ていきたい。

1．メタフィクションとしての『ホーム』

『ホーム』は2人の語り手によって語られるフランク・マニーの物語である。朝鮮戦

争から帰還し，妹シーを故郷に連れ帰ったあとでフランクが語る，斜字体で書かれた短

い章と，その話を聞く「作家」がフランクの旅の物語を描く長い章とが，ほぼ交互に並

べられている。フランクの語りはあまりにも分量が少なく，時代背景や社会状況につい

ては何も言及していない。フランクの社会事情に対する無関心あるいは沈黙は，モリス

ンの言う「国民的記憶喪失」（・ThePainofBeingBlack・2）を示唆しているように見

える。現代人は，奴隷制度を含めアメリカの歴史を忘れてしまっているため，その失わ

れた記憶を再び取り戻せるように創作を行っている，とモリスンはエッセイに書いてい

る。

フランクがほとんど語らないため，読者は「作家」が再構築した物語を頼りに，フラ

ンクの人物像や経験を理解しようとする。読者は作家が描く社会や時代背景を信頼して

読むのが自然である。ところが，読者は作品を読み進める中でしばしば違和感を抱く。

たとえば，シカゴへ移動する途中の駅のホームで起こった事件の見方が，フランクと

「作家」では異なる。アフリカ系アメリカ人の男がホームに降りて何かを買おうとした

ところ，店員や客たちが男を蹴り倒し，転がった男の尻を踏みつけた。夫を助けに駆け

つけた妻は顔に石を投げられる。2人が列車に駆け込んだあとも，ホームの群衆は列車
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が発車するまでわめき続け，列車の窓に生卵を投げつける。車内で鼻血を出しすすり泣

く女性を見たフランクの感想として，「作家」は ・Hewillbeatherwhentheyget

home,thoughtFrank・（Home26 以下引用はHと記載）と書いているのに対し，の

ちにフランクはそれを否定して ・Nottrue.Ididn・tthinkanysuchthing.WhatI

thoughtwasthathewasproudofherbutdidn・twanttoshowhowproudhewastothe

othermenonthetrain.Idon・tthinkyouknowmuchaboutlove.Orme・（H69）と

反論する。

奇妙なことに，「作家」が語る章では，フランクがこの暴力事件そのものや，群衆が

迫ってくる様子をどう思ったかについて，何も触れられていない。それどころか，実際

に事件が起きたときフランクは寝ており，事件の発端を見逃した，と書いている。これ

は先に述べた「国民的記憶喪失」をフランクが体現しているとも考えられるが，人種問

題が引き起こした事件に対するフランクの心情に，「作家」が思い至らなかったためと

も考えられる。事件については書けても，その事件がアフリカ系アメリカ人をどのよう

な心理状態に追い込むかについては，素通りしている。また事件の概要を列車のウェイ

ターから聞いたとき，フランクは，車掌に知らせたのか，と尋ね，ウェイターに「馬鹿

か」と言われる。アフリカ系アメリカ人が暴徒に襲われたと白人の車掌に通報しても意

味がないことに，南部出身のフランクが気づかないはずがない。さらにその話を中断し

て，フランクはウェイターにシカゴのレストランと宿の情報を尋ねる。このような会話

が暴徒を目撃した直後に冷静に続けられるかは，はなはだ疑問である。

読者が感じる最も大きな違和感は，危篤の妹シーを救出するための旅にもかかわらず，

フランクがずいぶんのんびりとしているところだ。冒頭の病院を抜け出す場面では，フ

ランクは雪の中をはだしで走り，夜明け前に教会の牧師を叩き起こすが，旅の後半に列

車が故障で立ち往生したときは，焦りを見せることなく雑貨店に飲み物を買いに行く。

アトランタについてからは，タクシーがないからといって，夜の街をぶらついてバーに

入る。急がないとシーが死んでしまう，という手紙を受け取って出発したフランクの旅

の緊急性と，「作家」が描くフランクの行動は，印象が大きく異なっている。「作家」は

フランクの物語を書きながらも，フランクの心情を理解しきれていないように思われる。

この作品における違和感の正体はそこにあると思われるが，この点を指摘して「作家」

の正体を論じた先行研究はいまのところ見当たらない。

このように見ると，「作家」はフランクとはまったく異なる環境にいる人物であろう

と想像できる。たとえば，逃亡奴隷マーガレット・ガーナーの子殺しの新聞記事をもと

に創作したBelovedでは，語り手のモリスンは，ガーナーをモデルにして創作した人

物セサの心情に寄り添いながら描いている。そのため読者は，人間性を失った残酷な子

殺しとしてセサを非難するのではなく，奴隷制度の犠牲者としての母親セサに共感する。
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しかし『ホーム』の「作家」は登場人物を理解していないため，読者に違和感を抱かせ

る。これはつまりBeaversが指摘するように，『ホーム』はメタフィクションとして解

釈できるということだ（1）。「作家」はモリスンではない。そうすると，モリスンはな

ぜ共感できない「作家」を使ってメタフィクションを書いたのかが次の疑問となる。

Beaversはこの点を人種問題として捉えておらず，「作家」はモリスン自身で，創作に

は事実とは異なる誤った解釈がありうる，という危険性を表しているのだと論じる

（Beavers212）。だが『ホーム』のメタフィクションは，人種問題が鍵となっていると

思われる。

・SiteofMemory・や ・UnspeakableThingsUnspoken・などのエッセイで，モリス

ンはアフリカ系アメリカ人を描く白人の視点を論じてきた。登場人物がアフリカ系アメ

リカ人であっても，白人作家の見方で白人の読者に向けて書く，・whitegaze・を問題

にしてきた。そのためこれまでの作品はすべて ・whitegaze・を取り除き，アフリカ系

アメリカ人の視点から，登場人物に寄り添いながら書かれている。しかし『ホーム』で

は実験的な取り組みをしているのではないか。つまりモリスンは，白人の「作家」にア

フリカ系アメリカ人の物語を語らせているのではないかと考えられる。

モリスンはParadiseやLecitatifでは登場人物の人種を明確にしておらず，それによっ

て読者が先入観や偏見によって登場人物の人種を限定することをあえて邪魔している，

あるいは読者の先入観をあぶりだそうとしているかのようである。『ホーム』でもモリ

スンは読者に挑戦しているようだが，その手段は登場人物ではなく，正体不明の語り手

である。『ホーム』はモリスンが書いたアフリカ系アメリカ人の物語であるから当然モ

リスンが語っているはずだ，と思い込む読者の意表を突いている。しかしその意図は，

アフリカ系アメリカ人作家の文学が文壇の表舞台に登場する20世紀までの文学のキャ

ノンを，メタフィクションの形式をもって示し，揶揄することにあったとも考えられる。

では『ホーム』の「作家」はどんな人物と仮定できるだろうか。少なくともリベラル

な立場で1950年代から盛り上がりを見せた公民権運動のような動きに共感した人物で

はあろうが，アフリカ系アメリカ人の心情や文化を理解しきれていない。たとえば『ア

ンクル・トムの小屋』を書いたストウ夫人を念頭に置くと，『ホーム』の「作家」の立

ち位置が理解しやすい。奴隷廃止論者だったストウ夫人の功績は大きいが，現在「アン

クル・トム」がアフリカ系アメリカ人に�称として使われていることを考えると，なお

理解しやすい。あるいは大恐慌後の公共事業促進局（WPA）によって支援された作家

が元奴隷に行ったインタビュー（slavenarratives）に，『ホーム』の設定はより近い

といえる。フランクは「作家」のインタビューに答えているだけで，自分から望んで話

しているわけではない。それは冒頭のフランクの語りでも明らかだ。幼いころ死体遺棄

の現場を目撃したが，その恐ろしい光景はそのとき見た馬の記憶に隠され，最近まで思
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い出せなかった，と話す際に，次のように言う。

Sinceyou・resetontellingmystory,whateveryouthinkandwhateveryouwrite

down,knowthis:Ireallyforgotabouttheburial.Ionlyrememberedthehorses.

Theyweresobeautiful.Sobrutal.Andtheystoodlikemen.（H5）

「作家」がフランクの物語を創作・脚色するであろうことを，フランクは承知のうえで

インタビューに答えていることがわかる。

「作家」は各地の描写や歴史的背景については語っていない。それはアフリカ系アメ

リカ人の歴史や社会について，理解が十分ではないからだろう。ではなぜ白人の「作家」

を使って作品を二重構造にしなければならないのか。それは「作家」が語る物語を官製

の歴史に見立てるためだろう。作中作をコントロールするモリスンは，この「作家」の

旅の描写の章に，アフリカ系アメリカ人にとって重大な事件を忍び込ませる。メタフィ

クションを利用して，モリスンは読者に（から）歴史的な旅の記憶を書き込もう（引き

出そう）としていると思われる。白人作家中心の文学のキャノンを表すようにも見える

『ホーム』のメタフィクション（官製の歴史）は，旅が示唆する隠されたアメリカの歴

史を描くにはふさわしい形式と言えるのではないだろうか。本稿では，この「作家」の

記述を中心に，フランクの旅を追いながら，「作家」が描いていない場所の記憶に，モ

リスンが言わんとしていることを読み取る作業をする。

2．南部の暴力

フランク・マニーの最初の旅は，まだ4歳のころのことだった。大恐慌後，テキサス

州バンデラ郡にある黒人コミュニティごと白人に立ち退きを強要され，一家は祖父のい

るジョージアへ向かった。この移動はそれより約100年前に，チェロキー族がジョージ

ア州からオクラホマ州のインディアン居留地まで強制移動をさせられた「涙の道」を彷

彿とさせる旅であり，またその逆を行く道のりである。チェロキー族は数少ない馬車と

1人1枚の毛布といくばくかの支援金をあてがわれ，決められた期限内にオクラホマの

不毛の土地に到着しなければならなかった。フランクたちには馬車も車もなく，ほぼ手

ぶらの状態で出発した。24時間以内に立ち退かないと殺すと脅されたからだ。立ち退

きを拒否した老人が目をくり抜かれ惨殺されたと聞き，みな慌てて逃げた。車を所有し

ている家庭は少なく，ピストン輸送をしてくれる隣人もいたが，それでも徒歩の旅が大

半を占めた。民主主義を標榜する排他的な社会は，インディアンに続いて，自らが運び

込んだアフリカ系アメリカ人を追い出した。この時代の土地を追われる旅と言うと，ス
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タインベックの『怒りの葡萄』が比較の対象になるだろうが，『怒りの葡萄』では，ジョー

ド一家は果樹園で仕事を得るためにカリフォルニアへ向かった。ルート66を西へ向か

う，自由への道だった。西へ向かう旅が成功を約束するとは必ずしも言えないが，『ホー

ム』のフランクたちは，成功の夢もない，より深い南部へと後戻りするのである。

たどり着いたジョージア州ロータスの貧しい黒人コミュニティでは，血のつながらな

い祖母に虐待され，・Nothingtodobutmindlessworkinfieldsyoudidn・town,

couldn・town,andwouldn・townifyouhadanyotherchoice・（H83�84）といった，

希望のない土地でフランクは少年時代を過ごす。しかし ・Lotus,Georgia,istheworst

placeintheworld,worsethananybattlefield・（H83）としか思えなかったこの地が，

物語のエンディングではフランクが自己のルーツとして定めた「ホーム」となる。この

ロータスは架空の地名であることから，アフリカ系アメリカ人にとっては，それぞれが

たどることのできるアメリカ南部の地を思い描けるように舞台設定されていると考えら

れる。ロータスでフランクに起こったことは，アメリカのいずれの土地でも起こりえた

こととして，モリスンは描いている。

冒頭でフランクは，10歳のころロータスのすぐ外で目撃した男の死体遺棄の場面を

語り，その�はエンディングで「作家」によって明かされる。�死の状態だった妹シー

が回復し，2人で新たな生活を始めようとしたとき，フランクは祖父セイレムに，死体

遺棄の場所だった種馬場の話を聞きに行く。その場所はその後闘犬場ならぬ，人間同士

が闘わされる�博場となっていた。そこではかつて，アラバマから連れてこられたジェ

ロームという男とその父親が，白人観衆の前で，ナイフを持たされどちらかが死ぬまで

闘わされたという。父親は「こんなのは命じゃない」（H139）から自分を殺して生き

延びろと息子に言うのだが，これは南部で連綿と続く，アフリカ系アメリカ人に植え付

けられた感情だろう。父親はジェロームに「やれ」と言い，ジェロームは拒み続けたが，

最終的に息子は父親を殺した。泣きながらロータスに来たジェロームをコミュニティの

人たちは手当てし，カンパし，ラバを与えて逃がした。殺人ゲームに興じた白人たちが

隠したのがその父親の遺体だったことが，10年以上前に目撃した場面の真相だったと

ようやく判明する。

1975年の映画Mandingoに，奴隷主が奴隷同士を闘わせるシーンがある。これはの

ちに ・MandingoFighting・と呼ばれ，より残酷に死を伴うゲームに変換されて描かれ

るようになった。南北戦争前には，主に奴隷主の娯楽（・dewhitefolks・joyment・）

のために奴隷同士の拳闘が行われていた，と元奴隷の JohnFinnelyは ・Federal

Writers・Project・のインタビューの中で証言している（・FederalWriters・Project・42）。

こん棒や銃は禁止されていたが，そのほかは何をしてもいいというルールで，奴隷たち

もこのイベントの開催を楽しみにしていたという。拳闘が過激になりすぎたときは，奴
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隷主が止めた。奴隷主の間で行われる�けによってもうけを出すことも目的とされたた

め，奴隷という所有財産を失うわけにはいかなかったからだ。しかし南部再建期後のジ

ム・クロウ法の時代だったらどうだろうか。殺人ゲームではないが，ラルフ・エリスン

は『見えない人間』で，バトルロイヤルを描いている。そこでは奨学金を勝ち取るため

に，目隠しをされた黒人少年たちが白人スポンサーたちの前で，ボクシングのような殴

り合いをさせられる。

『ホーム』で描かれた，殺人ゲームが�博場になるような歴史的事実は現在まで明ら

かにされていないが，ジム・クロウ法の時代に起こった類似した事件はいくつも思い出

すことが可能である。その意味で，『ホーム』のこのゲームの場所を南部の架空の場所

に置いたのは，この類の事件はどこででも起こりえたと示すうえで重要と言える。公民

権が獲得されるまで，リンチ事件は各地で止むことがなかったからである。2015年に

TheNewYorkTimesをはじめとした各メディアは，人権団体EqualJusticeInitia-

tiveが行った調査結果を報道した。調査によれば，1877年から1950年までの間に4千

人近いアフリカ系アメリカ人が南部でリンチによって殺害されたという。さらにEJIの

創始者BryanStevensonによると，リンチのうち20％は数百人から数千人の白人観衆

を前にして行われた「公開行事」であり，観衆はピクニックをしながらその模様を眺め

たという。このような光景も『ホーム』に描かれた殺人ゲームのシーンに見え隠れする。

フランク・マニーの名前もリンチを示唆する。「作家」は「マニー」について，困窮

や貧困のエピソードしか語っていないが，モリスンは「作家」の語りの裏に，実は1955

年にエメット・ティル少年が南部ミシシッピ州でリンチを受け惨殺された事件を忍ばせ

る。シカゴ出身の14歳になったばかりのティル少年が食料品店で白人女性に口笛を吹

いて「誘った」として，店主たちがティル少年を惨殺した事件である。この店がミシシッ

ピ州マニーという地にある。ティル少年の遺体の顔は，判別できないほどに攻撃を加え

られていたが，これはまた『ホーム』でテキサスからの立ち退きを拒んで目をくり抜か

れて殺された老人に加えられた暴力と同じである。だが当時このようなリンチを実行し

た者が刑罰の対象になることはなかった。加害者の罪がどのように裁かれるべきか，あ

るいは贖罪の可能性があるのかについては，フランクの朝鮮人少女殺しのエピソードで

あらためて問われるため，「朝鮮半島」のセクション以降で論じる。

3．北部の「分離すれど平等」

19世紀末の，人種によって「分離」された車両をめぐるプレッシー対ファーガソン

裁判で，連邦最高裁判所は車両の区別が ・separatebutequal・すなわち合憲であると

の判決を下した。南部のジム・クロウ法を連邦裁判所が認める形となった。しかし
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1954年のブラウン対教育委員会裁判では，人種によって通う学校を区別する「分離す

れど平等」は違憲であると認められた。この判決の年が『ホーム』の時代背景となるが，

実際には北部でも，ジム・クロウ法によってアフリカ系アメリカ人の権利は制限されて

いた。シアトルのロック牧師は，バスストップのカウンターには座れないだろうからと，

フランクにサンドイッチを持たせてくれる。ポートランドのメイナード牧師は，フラン

クが宿泊を拒否されない宿の情報を「グリーン・ブック」からメモしてくれる。フラン

クはバスでは後部座席に座り（・dutifullysatinthelastseat・H19），ポートランド

からは黒人車両に乗り込む。ジム・クロウ法が守り切れなかった「分離」を慣習で維持

する様子が，北部を行くフランクの旅でも描かれる。

「作家」が語る物語のオープニング（第2章）では，フランクはPTSDの発作で騒動

を起こしたらしく，警察に捕まりシアトルの精神病院で拘束されている。モルフィネで

熟睡したふりをして監視員が手かせを緩めることを期待し，明け方の4時に逃げ出す計

画を立てる。所持品も十分な服もないまま，雪の中へ裸足で飛び出す。裸足で歩きまわ

ることは，ジム・クロウ法の時代にも危険なことだった。浮浪罪（vagrancy）で逮捕

されるからだ。1972年まで続いたこの法律は，もともとは南部再建期後，解放された

黒人が仕事を探しまわるのを取り締まり，奴隷に後戻りさせるような法律だった。これ

が1950年代半ばの，リベラルなはずの西海岸北部にいるフランクを脅かすことになる。

逃亡奴隷法と同じ目的を持つ法律が，時間と地理的空間を越えて，アフリカ系アメリカ

人の自由な動きを奪っている。病院から裸足で逃走することはまた，逃亡奴隷のスター

ト地点を示唆することになろう。なぜならこのあとフランクは，シアトルとポートラン

ドの黒人教会のネットワークで援助され，シカゴ行きの列車に乗せてもらうからだ。こ

のネットワークを使って援助したのはフランクが初めてではない（・younotthefirst

byalongshot・H18）とシアトルのロック牧師は言う。2人の牧師に加えて，列車の

ウェイターとシカゴで世話になったビリーは，地下鉄道の活動家になぞらえられる。こ

うしてフランクは南部の鏡像としての北部を抜け出す。

一般的にジム・クロウ法は南部の法律と思われているが，北部でも有効だった。フラ

ンクはシカゴで警官に怪しまれ，身体検査をされる。シカゴで世話になったビリーの息

子は，玩具の銃を持って遊んでいたところ，白人警官に撃たれ，いまも片腕が麻痺した

ままである。しかし人種による「分離」や不平等は，日常的な嫌悪感のみならず，大規

模な暴動へと発展する危険性をはらんでいた。差別的な待遇に対する抗議運動は，1919

年の「赤い夏」と呼ばれる全米規模の人種暴動に膨れ上がった。その中でもシカゴの暴

動は最も激しい部類に入る。たとえば，ミシガン湖の遊泳場に設けられた人種の境界線

を越えて泳いだ少年が投石により�死した事件は，最大規模の暴動を引き起こした。約

50人が殺害され，500人が負傷した。
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このように，シカゴの人種差別的な暴挙は，ジム・クロウ法が規定したカラー・ライ

ンが破られたとたんに起こった。たとえば，アフリカ系アメリカ人の大移動によりシカ

ゴのゲットーが飽和状態になると，その一部が白人コミュニティに流れ込んだのだが，

そのような家は放火や爆弾の対象となった。その中には1951年，白人居住区Cieroに

越してきたアフリカ系アメリカ人が，警官の脅しにも屈せず退去しなかったところ，4

千人の暴徒が押し寄せて住まいを破壊した事件がある。『ホーム』ではこのような暴挙

に抵抗を示したアフリカ系アメリカ人の登場人物は，テキサスからの立ち退きを拒んで

惨殺された老人以外には描かれない。2人の牧師，ビリー，リリーなど，北部のアフリ

カ系アメリカ人の登場人物は，皆カラー・ラインを守って平穏な生活をしているように

見える。暴動が頻発した時代背景は，「作家」の物語の中では看過されており，それが

『ホーム』の特徴となっている。

居住区の問題は，シカゴからシアトルに場所を移して，リリーのエピソードに現れる。

フランクと出会う前，リリーが閑静な住宅街に家を購入しようとしたとき，不動産エー

ジェントに，人種による規制（RacialRestrictiveCovenants）があることを告げられ

る。結局リリーはシアトル中心部のセントラル・ディストリクトにアパートを見つける

のだが，実際ここだけがマイノリティに許されたゲットーだった。この規制は1948年

には法的強制力は失っていたが，業界ではまだ，人種が入り混じる地域では不動産の価

値が下がるとして，慣例的に差別が行われていた。最高裁でそれが違法だと判断された

のは1968年のことである。

リリーを通して描かれる当時の社会は，次に赤狩りとして現れる。1950年代，下院

非米活動委員会（HUAC）主導で行われた赤狩りは，映画界をターゲットにし，庶民

にわかりやすく赤狩りの厳しさを知らしめた。『ホーム』ではリリーが働いていた劇場

でTheMorrisonCaseの上演が阻止される。共産主義をテーマとしたTheMorrison

Caseは東欧のユダヤ系劇作家アルバート・モルツによる作品だが，モルツは議会での

証言を拒否して投獄された，ハリウッド・テンの1人だった。『ホーム』のシアトルの

小さな劇場でも，この作品を上演しようとした監督が逮捕され，劇場は閉鎖され，リリー

は仕事を失う。 もちろん「作家」は「赤狩り」という言葉は使っていないし，リリー

は共産主義と劇場閉鎖を関連付けて考えてもいない。ただ静かに次の仕事に就くだけで

ある。

社会的な不平等の是正を要求する共産主義は人種による不平等とも闘ったため，アフ

リカ系アメリカ人とのかかわりは大きい。公民権運動を支援した白人たちも「赤」とし

て暴力やリンチの対象となった。肉体的あるいは精神的な暴力は北部にもあることを，

モリスンは「作家」の描写の裏で糸を引き示している。これを解決するには劇場や映画

館で平等のプロパガンダをする共産主義か，あるいは劇場の外に出て暴動を起こすしか
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ない。しかしフランクもリリーも，不平等と闘う気配を見せない。

フランクやリリーの態度の対極に置かれるのが暴動だが，暴動はフランクを挑発する

かのようにズート・スーツの男の姿で忍び寄る。1度目はシカゴ行きの列車で夫婦が襲

われた事件の直後，フランクの隣の席に無言で座り，座った痕跡も残さず消えっていっ

た。2度目はシカゴのビリーの家で，警官に撃たれて腕が麻痺した子どもと話をしたあ

と，ズート・スーツの男のシルエットが現れ，フランクはひどく怯える。3度目は故郷

のロータスで「殺人ゲーム」の被害者を埋葬しなおすときだが，このときはフランクで

はなく妹のシーが見ている。いずれの場合も，人種問題が引き起こした暴力事件のエピ

ソードの直後に，ズート・スーツの男が登場する。暴力で対抗せよ，とひそかに主張し

ているかのような現れ方だが，一方でフランクを無言で脅しているようにも見える。ズー

ト・スーツはアフリカ系アメリカ人のダンディズムとして1940年代にハーレム等のゲッ

トーで流行したオーバーサイズのスーツだが，無視されることを拒否し目立つファッショ

ンによって存在をアピールするアイテムだった。このファッションはメキシコ系の若者

の間でも流行になったが，1943年ロサンゼルスの兵士とメキシコ系のズート・スーター

との対立が激化し，・zootsuitsriot・に発展した。暴動を制圧するために，警察がメキ

シコ系アメリカ人ばかりを逮捕したことが論争となった一方で，ズート・スーツの暴力

的なイメージも定着した。フランクが暴力の象徴であるズート・スーツの男に付きまと

われているように感じるのは，朝鮮半島での少女殺しが大きく影響していると思われる。

ズート・スーターが対抗したのは人種差別主義者の暴力に対してだった。つまりフラン

クも，ズート・スーターに攻撃される側の人間になってしまったことを認識しているか

らこそ，その姿に怯えているのではないだろうか。少女殺しによってフランクが知った

ことが，『ホーム』でフランクがたどり着く終着点と考えられる。その事件がどんな真

実をフランクに見せ，トラウマを引き起こしたのかを次に論じる。

4．朝鮮半島への西漸運動

故郷のロータスはアフリカ系アメリカ人の貧しいコミュニティだったが，テキサスを

追われて来た身にとっては，安心して眠れる場所があるだけで満足しなければならない。

Havingbeenrunoutofonetown,anyotherthatofferedsafetyandthepeaceof

sleepingthroughthenightandnotwakingupwitharifleinyourfacewasmore

thanenough.（H84）

ティル少年が夜中に銃を突きつけられベッドから引きずり出されたように，「顔に銃を
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突きつけられて目が覚める」ことさえなければ，平穏な生活といえた。だが所有できる

ものも，目標も何もない，冒頭でフランクが回想したような，いわば囲われた種馬場の

美しく勇壮な牡馬の状態だった。息が詰まる町で，未来のない生活になかば敵意を感じ，

フランクは幼馴染の2人と町を出る手段として，朝鮮戦争を選ぶ。朝鮮戦争はアメリカ

ではじめて人種統合の部隊が採用された戦争だった。フランクはここで「アメリカ人」

として西に向かうことになる。

フランクが西の地で知ったこととは何だろうか。結局のところ，アメリカ軍という柵

の内側でその意味も知らずに勇壮にふるまうのは，種馬場の牡馬と同じだった。フラン

クは，戦闘に身を置くことで「生きている」気がし，そこには目的があると思っていた。

それは反戦の主張もせず，幼馴染や戦友を殺したアジア人に憎悪を募らせたことからも

わかる。つまりフランクは，アメリカがかつてインディアンを退治しながら西に向かっ

たのと同様に，朝鮮半島まで進攻してアジア人を殺すことに疑問を持たなかったのであ

る。当初フランクはそれに気づかなかった。

Battleisscary,yea,butit・salive.Orders,gut-quickening,coveringbuddies,killing

― clear,nodeepthinkingneeded.Waitingisthehardpart.（H93）

このことはFitzGeraldが指摘するように，任務に忠実な者（・someonesworntoself-

lessservice,respect,andhonor・FitzGerald152）は「他者」に致命的な傷を負わす

可能性があることを表す。正しいか否かを考える必要はない。これはまた，シーを実験

台にして研究をしたDr.ボー（シムズ）が，医学に貢献するためにシー（奴隷の女性た

ち）の生殖機能を奪ったことと同じである。フランクは軍隊でアメリカ人となり，アメ

リカを背負って立つことによってアジア人を殺した。これが朝鮮半島でフランクが知っ

た1つめの真実だった。

だが戦闘中ではなく，何もすることがない見張り番のときに，フランクはさらに醜悪

な真実に気づくことになる。兵士が出したごみの中から食糧になるものを漁りに来る朝

鮮人少女を撃ち殺してしまったときである。少女の手だけが柵の隙間から地面を�い，

ゴミを漁る。子どものころにシーと2人で落ちた桃を拾って食べていたことを思い出し，

少女を追い返すことはしなかったとフランクは言うが，一方でその少女はフランクにとっ

て対等な人間ではなかったこともわかる。

Eachtimeshecameitwasaswelcomeaswatchingabirdfeedheryoungora

henscratching,scratchingdirtforthewormsheknewforsurewasburiedthere.

（H94�95）
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少女は毎日ゴミを漁りに来た。鉄やガラス以外なら何でも食料となった。兵士の非常食

や，国の家族が送ってくれたブラウニーのかけらや腐りかけのオレンジは，物があふれ

る「アメリカ人」にとってはゴミだが，少女にとってはごちそうだった。それを微笑ん

で見つめるフランクは，テキサスを追われたときに食べるものに苦労したアフリカ系ア

メリカ人ではなくなっている。

ところがある日少女は ・Yum-yum・と言いながら，笑顔でフランクの股間に手を伸

ばしてきた。性的な誘惑に負けたフランクは，ついにその少女を撃ち殺してしまう。フ

ランクはこの少女殺しについて，すぐには正直に告白することができず，別の兵士が殺

した場面を見た，と嘘をつく。しかし，Dr.ボーの実験により失ってしまった，いつか

迎えることのできたはずの赤ん坊の姿を，あらゆる事象の中に見出し弔うシーの姿を見

て，フランクは自分こそがこの少女の死に責任があることに気づき，告白を決意する。

そして撃ち殺した理由を次のように語る。

Ididn・tthink.Ididn・thaveto.

Bettersheshoulddie.

HowcouldIletherliveaftershetookmedowntoaplaceIdidn・tknowwas

inme?

HowcouldIlikemyself,evenbemyselfifIsurrenderedtothatplacewhere

Iunzipmyflyandlethertastemerightthenandthere?

Andagainthenextdayandthenextaslongasshecamescavenging.

Whattypeofmanisthat?（H134）

自分の中にある性欲ばかりか，そのはけ口に幼い少女を利用し，その責任を死という形

で少女に押し付ける。アメリカ人としての気高さを守ることは，敵であるアジア人少女

の命よりも大事だったのだ。アメリカ人として遂行すべき任務に従い考えることをやめ

たとき，自分を苦しめてきたアメリカを，フランクは自分の中に見た。そしてまた，考

えずに抹殺することも，アフリカ系アメリカ人が失望しつつ耐えた，南部白人の暴挙と

同じだった。フランクは南部を朝鮮半島にもたらしたのである。

Namgungはサイードのオリエンタリズムをフランクに見る。

Hisexperiencesintertwinehim withaspectsofgender,race,andOrientalist

nationalism.InKorea,hisstatusasaU.S.soldiertransformshimintoapart

ofnationalpower.Hedemonstrateshisnew-foundsuperiorityofnationality

andgenderbyinvokingthemagainsttheKoreangirlwhoismarginalizedby
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hernationality,sexualobjectification,andultimatelymurder.（Namgung262）

オリエンタリズムとは言いかえれば，モリスンの言う ・whitegaze・である。自己の

優越性は「他者」を作ることで確立するという点で一致する。フランクは戦争の目的も

知らず，ただカラー・ラインのない軍隊の中で，生きる実感を求めて朝鮮半島に向かい，

逃げ惑うアジア人を殺し，性欲のはけ口として利用した少女を殺した。テキサスからの

立ち退きを拒んだ老人を殺した男と，自分の行為に何の違いもないことに気づくことほ

ど，フランクにとって恐ろしいことはなかった。

フランクは，アジア人が，自分の体を盾にして子どもたちの命を守る様子を見てきた。

ところが逆に，娘を売る大人もいると，フランクはアジア人を非難した。アメリカ兵に

少女をあてがい，その見返りに，生きていくうえで必要な食料を得ようとするからだ。

しかしその非難の矛先は結局，自分自身に向かう。フランクと少女の間の生命と性の支

配権は，奴隷所有者と奴隷の関係と同じに見えてくる。アメリカを振り返ってみれば，

奴隷制度は国家的な人身売買だった。先祖を苦しめたそのシステムの加害者側に立って

しまったことに，フランクはアジアで気づいた。この認識が，フランクを苦しめた2つ

めの発見だった。

フランクはアフリカ系アメリカ人の歴史のスタート地点である南部での祖先の体験を，

西に向かった到着地点でアジア人に対して繰り返した。そのため，加害者の立場を返上

すべく，再び南部に戻り，アフリカ系アメリカ人としてのアイデンティティを取り戻す

必要があった。アメリカ人の旅は西へ向かい，その地を征服して定住するが，アフリカ

系アメリカ人の旅は，南部に戻らなければならいことが理解できる。

Beaversはこの朝鮮人の少女の死は「誰が人間としてカウントされるか」という問題

であるとするが，一方フランクがロータスで墓を作って弔うのは，「殺人ゲーム」の被

害者と，戦死した2人の友人であると論じており（Beavers224），フランクが殺した

ことを問題にしていない。しかしながら『ホーム』で問題になるのは，「誰が人間とし

てカウントされるか」に加え，「誰に他者を征服する権利が与えられているか」，そして

その「誰か」は赦されるのか，であろう。この点については，本論の最後にあらためて

論じる。

5．南部に偏在する空白の場所

2021年にカナダのインディアン寄宿学校の跡地から200人以上の子どもの遺体が発

見されたニュースが報道された。Reutersによると，このような寄宿学校での子どもの

死は4千人以上に上るという。アメリカでも同様の事件が徐々に公けにされており，コ
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ルソン・ホワイトヘッドも少年の矯正施設で行われていたマイノリティの虐待を『ニッ

ケル・ボーイズ』で小説化している。そのような事件と並んで，マイノリティを実験台

にした研究が20世紀半ば過ぎまで数多く行われた。・UglypastofU.S.humanexperi-

mentsuncovered・として特集したNBCによる記事には，1930年代から1970年代の

人体実験がリストアップされている。アフリカ系アメリカ人や精神病患者，囚人を中心

に実験が行われたという。その中でもアラバマ州タスキーギの梅毒実験は，1972年に

内部告発されるまで40年続いた。

「婦人科の父」とも言われるJ.マリオン・シムズがアラバマ州モンゴメリーで奴隷の

女性たちに非倫理的な実験を行ったのは1840年代のことだが，2017年にようやく公け

にされた。この事実の発覚はBLM運動と相まって，シムズの銅像の撤去を要求する動

きに発展した。ニューヨークにあった銅像は撤去されたが，モンゴメリーには現在も銅

像が建っている。だがその銅像の1マイル先には現在「婦人科の母たち」と題するMi-

chelleBrowderの作品がみられる。シムズの実験台になったことが明らかになってい

る3人の女性，Anarcha,Betsey,Lucyの像は，名前も知られていないそのほかの犠

牲者の象徴でもある。ブラウダーはインタビューの中で，「誰もこの女性たちのことを

話さないし，この女性たちが払った犠牲も，この女性たちが被った実験についても話さ

ない。だがいま，このナラティヴを，アートを使って書き換える時期が来たと思う」と

答えている（・MichelleBrowder,MothersofGynecology・）。Anarchaの像の胴体に

は実験の痕を物語る空洞があり，30回以上も同じ手術を繰り返された残酷さを示す。

取り出された子宮にはガラスや針，はさみなど，実験に使われた道具が置かれている。

捨てられた体というイメージから，材料はすべて廃材を利用したという。これは官製の

歴史が讃えるシムズ像に対して，新たに提示されたもうひとつの視点，もうひとつのナ

ラティヴと言えよう。

このように，官製の歴史を別の角度から見直すことは，歴史家の仕事であると同時に

芸術家の仕事でもあろう。モリスンもシムズを思わせる医師Dr.ボーを『ホーム』に登

場させているが，モリスンが描くのは，実験の詳細や成果ではなく，シーの体である。

シーの体は隠された歴史の証拠でもある。実験台になった女性たちの体に，ブラウダー

は大きな穴を開け，手術道具をそこに並べた。シーは，二度と妊娠することがなくなっ

てしまった体の空洞を，目に映るものすべてに見えてくる ・toothlesssmilebabies

have・という言葉で表す（H132）。これが南部における空白であり，この空白にスポッ

トライトを当てることで，別のナラティヴの存在が明らかとなる。

『ホーム』のシーの物語の中心は，どのような経緯でDr.ボーのクリニックにたどり

着いたか，実験台になった傷をどのように癒していくかの過程であり，Dr.ボーの実験

そのものについては描かれていない。FitzGeraldが指摘するように，ロータスの女た
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ちに介抱され回復することは，アフリカ系アメリカ人の生殖機能に対する人種差別主義

的なロジックを崩すことになる（FitzGerald151）。教育を受けていない女性たちがそ

れぞれ持ちよった，先祖から受け継いだ民間療法で，西洋医学が壊したものを癒すので

ある。ポリオで体が自由に動かない者や工場の事故で片目がみえなくなった者もいたが，

医者にかかる権利を持たずとも，力強く生き，他者を癒す。この女性たちは，子宮を破

壊されたシーの肉体の回復のみならず，精神的な傷を乗り超えるすべを教える。フラン

クはインタビューを受けて「作家」に語っているが，シーは誰にも聞かれていないのに

自分に起こったことを女性たちに語る。・Ceedescribedtothem thelittlesheknew

aboutwhathadhappenedtoher.Noneofthem hadasked・（H121）.しかしその

内容は描かれていない。語ったという事実のみが重要である。それはブラウダーの像の

胴体にくり抜かれた空洞と同じで，シーの子宮にいない赤ん坊と，空白の語りが，アフ

リカ系アメリカ人の視点で捉えた歴史のナラティヴであると言える。白人「作家」がシー

の語りを空白にしたまま物語を紡ぐのは，アフリカ系アメリカ人の空白の語りをより一層

際立たせる。さらにはその空白の語りを南部に置くことによって，15世紀にジェームズ

タウン植民地で始まったアフリカ系アメリカ人の歴史を，読者に記憶させることになる。

お わ り に

子どものころに目撃した男の死の真相を知ったとき，フランクはシーを伴って種馬場

で骨を掘り起こし，その骨をシーが作ったキルトに包み，丁寧に埋葬する。この作業は

息子を守って死んだ男，ひいては南部で奴隷制度やジム・クロウ法を生き延びた祖先に

敬意を表するためばかりではない。シーが二度と身ごもれない赤ん坊，そして朝鮮人少

女を同時に弔う儀式でもある。この儀式は官製の歴史に刻まれなかった無名の人たち，

登場人物としても名前がつけられていないこれらの人たちを，モリスンが準備した『ホー

ム』すなわちアメリカ人の母国の歴史に刻む作業であろう。しかしそれによって，誰が

歴史に刻まれるべきか，誰の命がカウントされるべきかはわかるが，命を奪った者は赦

されるのだろうか。この儀式はフランクの少女殺しの贖罪とも受け取れるが，フランク

は赦されるのか。

ロータスに帰郷したフランクは，これまで気づかなかった故郷の美しさを知る。幼い

ころの記憶と異なり，質素で堅実だけれども，希望にあふれた場所として描かれる。す

べてを焼き尽くすような太陽，舗装されていない，歩道もない道路，そのかわりに野菜

を害虫から守るために計算して作られた花壇，木の深い緑，女たちの歌声，男たちの楽

器のメロディ，料理の匂い，そしてシーを回復させた女たちの力といった，生命の躍動

を感じさせる描写が続く。子どものころはなるべくさぼってクビになるように仕向けた，
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単調で実りのない仕事だったはずの綿摘みも，ピンクの花の美しさに気づき，先祖の心

を想像することができた。

Likeallhardlabor,pickingcottonbrokethebodybutfreedthemindfor

dreamsofvengeance,imagesofillegalpleasure― evenambitiousschemesof

escape.（H118�119）

しかし，「復讐の夢」があり，「違法な喜びの空想」「大胆な逃亡計画」があり，心を自

由にできるから奴隷が辛い綿摘みの仕事に耐えられる，と考えるのはいったい誰だろう。

赦しが欲しいのは，逆にフランクに自分を見た「作家」なのかもしれない。フランクは

被害者だった自分が朝鮮半島で「アメリカ人」として加害者の立場に立ったことにショッ

クを受けたが，そのフランクのインタビューを聞くことで，リベラルな「作家」も実は

自分が非難してきた「アメリカ人」のひとりだということに気づく。その結果，「作家」

は過去の罪を払拭すべく南部を新しい景色に書き換えているように思われる。モリスン

のメタフィクションは，ここにたどり着くために用意されたのかもしれない。

『ビラヴィド』は奴隷船に乗った6千万の人々に捧げられたアフリカ系アメリカ人の

記念碑だったが，『ホーム』はアメリカ人のために残された記録のようにもみえる。南

部のジェームズタウン植民地から始まった建国の歴史，ひいては奴隷制度の始まりを見

据え，南部をアメリカ人の「ホーム」とすることによって，アメリカ人の記憶に歴史を刻

み付けると同時に，許しを求めるアメリカ人もその歴史に書き込んでいるといえよう。

（1） メタフィクションに関しては，2022年8月21日の新英米文学会全国大会シンポジウムで

口頭発表した内容に詳しいが，今後別の論文として発表する予定である。
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